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ノレー カラ 労働者については，日:本でもアメリカでも， (1)典型的には雇用関係
が継続的であること，および(2)その関係の内部では，労働の需要と供給のマッ
チングについても，労働報酬の決定についても，スポット市場とは異質のメカ
ニズムができていることがわかっている。以下では， Doeringer and Piore 
C7Jの用語を採用して， ζのメカ ι ズムを， 1内部労働市場」とよんでお ζ う。
Doeringcr and Piorc [7 Jや小池C9Jのもっとも大きな功績は，内部労働市
場の二つの側面のうち，実物的な勺 Y トローノレのメカニズムがどのようなもの
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である。より具体的にし 1えば， Aの方は， Iこれより高ければBからは買わな
し、」という買い値の上限 li.を， またBの方は， Iこれより安ければAには売
らなし、」という売り値の下限 b を設定しているであろう。以下では，PA>EB 
であるケース1"関心を集中しよう。







部品を生産し納入するプロジェクトからBが見込む利益を RB で表わそう。 RA
と RBは，それぞれ企の関数であるので，RA(p) ， RB(p) によって， ζの関数
関係を表わす。さらに， RA(ゐ)ニ0，RB(1'.B)ニOとなるよう ，RAと RBをiftljる
尺度の原点を決め直すことにす'iSo さらに ，RA と Rβ の和をRと書くことに
L上う。
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プロジェクトに関する利益を RBとす (u，v) 











5) ナッシュ交渉解についての詳細は， Roth (l1Jを参照せよ。



































o) 相対的支渉力白土白指標については， Bin more et. aI. C 6 Jを参照せ土。
















































































































(6) Williamson [12)と密接な関連を持つ論文(S)の中で， Klein， Crawford 
and Alchiunは i専有可能な準レント (appropriablequasi-rent)J と
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